

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）シトロモトUニフミヤマミチヲテ　 　　 　 　 　hカ 　ヲト　ヘテリクラカシミツナニ　レテ
　取次踏．之来老師別一塁開源橋音聴掛蔵遜号流回
ハヒカル　　　ノ　　　バ　　　カ　　ノ　　メ　コsニ　　トメリ　　a　　　　イサヤイテ
月偉瑳岩上風涼扇尾毫住。斯常冨。景軽＿口誘先催
　　　　　　　　　　　　　　磐田寓子玄隆拝」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24オ
　繹梅翁大徳ハその家大谷の法流を受なから，ひそかに
曹渓の心水をくミ，剰，難波津・冨小川の瀾にもうちし
めり。その除波とて，淀川のなかれのすゑにうきにうき，
山崎のあふらかすまてもかうハしくあまなみこsろむ。
まことに，名にしおひて花も実もある人なるへし。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ美濃国岩国の小野とかやハ，古人もこsうとめ詞にあ
らハしt’‘ところなれと，いまはその』薄きれのあとたに
　　　　　　　　　　　　　　　24ウ
とめしる人もなきを，この翁の老の行すゑうちかsみな
む腰膝の容ところもとむとて，そこにたつね到りぬ。元
来名に聞えしところなれは，やかて心とまり，酒に酔給
色をも香をもしる人ひとりふたりのちからをやとひ，草
かゐ引むすひて折節の足たあところとす。されハ，花の
あした月の夕，事にふれ心にまかせ，行てハかへりかへ
りてハゆき，限なき」風景をなかめてめを悦ハしめ心を
　　　　　　　　25オ
たのしむ。しかハあれと，そのおもしろき心のくまをか
たらんとするに，あとうつハかりの人しなけれハ，さし
むかひたる影法師をなれたにとおもふへかめれと，頷け
ハうなつき頭はかふりふりたるのミにて，物いひときに
あらす。古人はあなをほりてたにいひ入しとかや。
　いはてたsにはえやむましけりとて，つゐに管城子
楮先生をまね圏けるに』石盧中墨客へも伴ひ来ぬれハ，
　　の　　　　　　　　　　　　　25ウ
こSろ行はかりかきあらハし，且又されたるからうたひ
とつ取あハせて，彼境地の致景に冨ることを，へたてぬ
中の戯にひけらかさる。見る人興に入，つけてうたふ人
十といひツs三にあまれる。予もそのあたまかすなる
に，順のくふしにはつれむも本意なけれハ，彼芳鵠をつ
き狂詩一律をつXり出し，座右にしめしつれ〉の」わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26オ
らひ草にそなへ侍るとそ。
幽斎案内来
進物懐詩往
柿梨斯菓鉢
尻重磐田客
延宝丙辰端月中涜
主出句眉開
饗雁飽徳回
松竹自肴毫
暮鴉切々催
倉光敏清書』
　　　　26ウ
　　　　　ノ　ミのなる梅翁ハ元来花のさくありて，ミつからこsろ
をたのしミ，人の耳をもよろこハしめ給へり。このころ
　　　　　　　　　　（ママ　
俳譜のこと葉にて磐田の紀をつくり，あけ句のはてに狂
詩をつけて人々にしめさる。をのかかミにもてなすひと
のなせるわざにロつくむへきにもあらされハ，その高傑
をまつとて唐松のもえしさりをすりて，すちりもちりた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　ちる言葉をたくミ，大和竹の」筆の軸をとりてふしくれた
　　　　　　　　　　　27オ
るこsうねをあらハし，ふつくえのもとにたてまつりけ
るとそ。
アソヒニ　　　　イサヤ
好遊販去来
　　　　ツsキ
各＿務一山連続
コナタカナタ　　ヘサカツキヲ
両邊傳二酒器一
　イニシヘ　　ウタヒト
従。上詩歌客
延宝丙辰孟春日
ハナムシロ　シ　カン
紋箪欲静開
　　　　メ　ク　ル
岩＿田一埜韓回
　　　サSクトモシヒヲ
終＿夜捧二灯量＿
サマ　ヨピ　　ケウヲ　　　ス
吟行於興催
武藝上有知
　　教泉寺住玄知稿』
　　　　　　　　27ウ
　　　書岩田記後
　　　テ　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　ヲ　　　　　　　　　　　　　ノ
　古人嘗有二三願＿日欲。看二天下之好山水一欲。読＝天下之
　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　ノ（ママ　
好書一欲。識＝天下之好人＿壮＿哉言乎我読二岩田紀一暑有．
　　　　ノ　ヤ　　　シ　　　　　　　　　ノ　　　　aメ
満。意焉斯地也蓋昔一時濃陽之騨路而遊人過客所二題詠＿之
　　　　　　　テ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
佳境也世＿遠夏＿浬人無。知。之晋梅翁師素抱二泉石膏盲一
　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
賎二苓通栄願＿屡飛二錫干此＿為二棲遅之幽趣＿途詠三茅一
宇＿自作三倭字記井狂詩一以述二風景＿寓二襟懐＿焉俳言奇句娩
　ノ　　　ノ　　　ノ　　　ノ　　　　ノ　　　シ　キテ曲殆尽桃源之花天津之鵠庚棲之月刻渓之」雪吟来囎去
　　　ヲ　　　　　　　　　　　　　ヲ　　　　　　　　　　　　　　　ノ28オノ
蔵二絶境於偏地．．一運二四時於一毫一且＿夫尚方之農鐘発二老杜
　　　　　　　tN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノN　　　　　2N
之深省＿幽斎之夜雨楽二放翁之同参＿子。水干．山或濯或採
　　　　　　　　　　ノ何＿其与。世相＿遺乎哉光国主盟柏翁老師愛。之嘉。之作。序
嘆。之且令下其徒廿飴輩和二狂詩＿至申廿§余篇上可。謂能助。志
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ述レ支者也余於。梅一師頗辱二方外知．己幸＿今繕写以賜。之
請贅ニー言干其後＿鳴呼微二此翁＿則誰能知二此地一作二此紀一．．一
一 22一
焉然＿則我於．此＿紀謂。有下略満三願之意上不。亦＿可乎山谷
　　ノ　　　　ノ　　ハ　　ナレ　モ　　　ニ　　　　ト
老人云小大』材則異気味固相＿似我以窓。其＿請云二途駿＿
　　　　　28ウ
延宝丙辰孟夏日 多湖投散子書
〔付記〕　尚，今回の翻刻にあたり，　『磐田記』所蔵の信
浄寺第10代（美濃に移った，梅翁の父了念を第1代とする。）御住職野田了爾氏に快
く許可をいただいたことに，心より深謝申し上げる。ま
た，岩田の明道寺第8代御住職丹羽演暢氏に，岩田の周
囲の地名を懇切に御教示いただいた。さらに、翻字につ
いては，波多野幸彦先生と明治大学徳田武先生に多く御
教示いただき，あわせて厚く御礼申し上げる。
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